
No 145  2003年 8月 発
`:i高齢社会をよくする女性の会

東京都新ィli区
'7宿

2-9-1
第31宮庭マンション8()2'」 ―t・
TEL 03-3356-3564
FAX 03-3355-6427
郵便振替 00:00079477

U R L : http : i/www7.ocn.ne.jp/-wabas/

―一日 次 ――

高齢社会本番に向けて 樋口恵子 ………………・1

高齢社会をよくする女性の会第21回総会報告 …・2

第21回総会記念イベント…………………………・7

男。老いを語る⑩松本 収………………………13
沖藤典子の訪中レポニト①………………………14

本の紹介、事務局だより…………………………16

い
よ
い
よ

「高
齢
者
の
世
紀
」
と
し
て
二

一

世
紀
が
回
り
は
じ
め
ま
し
た
。
二
〇

一
五
年
に

は
、
団
塊
の
世
代
が

一
人
残
ら
ず

「
六
五
歳
以

上
」
人
日
の
グ
ル
ー
プ
に
入
り
ま
す
。
平
均
寿

命
は
男
子
七
八
歳
、
女
子
八
五
歳
を
超
え
て
文

字
ど
お
り
世
界

一
の
長
寿
国
。
質
量
と
も
に
世

界

一
の
高
齢
社
会

。
日
本
の
ゆ
く
え
を
世
界
が

見
守

っ
て
い
ま
す
。
介
護
保
険
か
ら
三
年
、
あ

と
二
年
で
抜
本
的
な
手
直
し
の
時
期
を
迎
え
ま

す
。
当
会
は
じ
め
介
護
を
担
う
女
性
た
ち
の
声

を
受
け
て
、
介
護
の
社
会
化
の

一
つ
の
具
現
化

と
し
て
介
護
保
険
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
利

用
す
る
高
齢
者
自
身
の
立
場
か
ら
、
介
護
保
険

を
、
辻
つ
ま
合
わ
せ
の
制
度
か
ら
人
間
の
顔
が

見
え
る
制
度
に
育
て
て
い
く
時
期
に
あ
り
ま
す
。

設
立
以
来
二

一
年
を
経
て
、
今
、
当
会
は
切

実
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
設
立
当
初
五
〇

代
六
〇
代
の
熱
心
な
会
員
が
、
高
齢
化
し
、
退

会
な
さ
る
方
亡
く
な
る
方
が
目
立

つ
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
今
後
は
最
大
の
当
事
者
で
あ
る
団

塊
の
世
代
に
重
心
を
う
つ
し
な
が
ら
、　
一
方
で
、

六
〇
代
七
〇
代
以
上
も
、
高
齢
女
性
当
事
者
と

し
て
の
発
言
力
を
強
め
る
こ
と
、
若
い
世
代
と

高
齢
女
性
に
会
費
の
ヤ
ン
グ
割
引
、
シ
ル
バ
ー

割
引
を
検
討
し
、
多
様
な
世
代
と
共
に
高
齢
社

会
の
創
造
に
つ
と
め
る
な
ど
、
今
後
基
本
的
な

会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
皆
様
と
共
に
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

高
齢
社
会
本
番
は
こ
れ
か
ら
で
す
。
逃
げ
か

く
れ
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
皆
様
と
総
力

を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

全
国
大
会
へ
の
お
誘
い

八
月
二
〇
日
、
三

一
日
の
郡
山
は

″
も
う

秋
″
だ
そ
う
で
す
。
多
く
の
会
員
の
皆
様

と
お
会
い
し
た
い
で
す
。

申
込
み

・
問
合
わ
せ
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
郡
山
支
店

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
Ｏ
二
四
―
九
三
二
―
〇
六
五
七

〈
第
二

一
回
総
会
を
終
え
て
〉

高

齢

社

会

本

番

に

向

け

て

高
齢
社
会
を
よ
く
す
る
女
性
の
〈バ
代
表
　
樋

口
恵

子
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高齢社会をよ<する女性の会第21回総会
2003年 7月 5日 l■ l 於 0日 本プレスセンターホール

■‐ :ヽ ■̂‐, ■́ レ+ キ ‐十・ 1‐ ■‐ ■ヽ ■ ■ |■  ■ : ■‐ ■́ ● ■ |´  |・ 、・  :‐  =ヽ ^卜 ■・ ■‐・ I`|¨ ^|'■‐・ 1・́ 1‐・■ ■́ l‐ ■‐ ■′

第21回総会が、 7月 5日 午後 1時より、日本プレスセンターホールにて開催された。

最初に、司会の稲葉敬子運営委員より「個人会員 l′ 080名、グループ会員 100グループの

うち、現時点で122名の出席、委任状提出個人474名、グループ31グループで本総会は成立」

と報告された。次に林慶子理事が議長に選出され、総会が始まった。

2002(平成14)年度活動報告

〔例会・シンポジウム〕

5月 18日 0 5月 例会「ケアマネが語る介護の現場」
6月 22日 0 第20回総会・記念シンポ「介護保険に女性たちは物申す」
7月 12日 0 「マドリード会議のすべてがわかる報告会」(高齢社会NGO連携協議会

主催、女性と仕事の未来館共催)

8月 2日 0 8月例会・住宅問題勉強会「住宅建築40年、女性住宅建築家の立場から」
8月 24日 0 平成14年度「女性学。ジェンダー研究フォーラム」ワークショップ参加
9月 7～ 8日 (土。日)第 21回高齢社会をよくする女性の会全国大会・熊本
9月 18日 l■1 9月例会・住宅問題勉強会「老いて女のひとり住まい」

10月 18日 0 10月例会 。住宅問題勉強会「高齢女性と居住福祉」
11月 27日的 11月 例会「オラングのケア政策について」

12月 14日 0 歳末名物女たちの討ち入リシンポ「女の老後 。どこに住む、だれと生き
る」

1月 20日 (月)新春例会・住宅問題勉強会「老いも本番、住みかはどこに ?」
2月 19日 l■1 2月例会・住宅問題勉強会「高齢者住宅政策の要はこれだ」

〔出   版〕第20回 「高齢社会をよくする女性の会全国大会・富山」大会報告集『い
のち輝く、ともに輝く21世紀』A4版、164ページ

〔意 見 書〕介護保険見直しのための意見書 (10月 18日 、代表の審議会に提出)
【調 査研究】「高齢女性の住宅の実態と新しい高齢者向き住宅に関する調査」

※平成14年度財団法人倶進会研究助成 (1,430票の集計と分析)

【会 報 発行】8回発行  〔オープンハウス〕6回開催
【運営委員会】15回開催  〔理 事 会〕 6月 10日 開催
【会 員 数】個人会員1,128人、グループ会員102グループ、賛助会員8人 (2003年

3月 31日現在)
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◎
第

一
号
議
案

「
二
〇
〇
二
年
度
活
動
報
告
」
　
　
谷
島
陽
子

今
年
度
は
、
高
齢
女
性
の
住
宅
問
題
を
中
心

に
研
究
、
勉
強
会
を
行

っ
た
。
例
会
は
計
七
回

行

っ
た
。
そ
の
他
、
高
連
協
主
催

・
女
性
と
仕

事
の
未
来
館
共
催
の

「
マ
ド
リ
ー
ド
会
議
の
す

べ
て
が
わ
か
る
報
告
会
」、
熊
本
で
の
第
二

一
回

全
国
大
会
、
歳
末
恒
例
の

「討
ち
入
リ
シ
ン
ポ
」

（第
二
部

・
寸
劇
に
よ
る
行
列
の
で
き
る
女
の

住
宅
相
談
所
）
等
を
開
催
し
た
。
ま
た
、
財
団

法
人
倶
進
会
の
研
究
助
成
に
よ
り
高
齢
女
性
の

住
宅
問
題
に
関
す
る
調
査
研
究
を
実
施
し
た
。

2002(平成 i4)年度・決算報告

貸借対照表 2003(平成15)年 3月 31日現在

谷島陽 rさ ん 議長の林慶子さん

19,440,845

支 出 の
立
ロ

科   目 決 算 額

会 報 製 作 費 1,620,603

研 究 活動 費 824,261

会 員対 策 費 172,536

印刷物製作費 734,348

総  会  費 310,213

人  件  費 2,185,800

旅 費 交 通 費 461,280

送 料 通 信 費 1,606,182

水 道 光 熱 費 82,350

交  際  費 28,000

事  務  費 506,532

消 耗 品 費 225,729

雑 費 275,778

イベ ン ト費 919,597

予  備  費 0

次年度繰越金 19,474,075

合  計 29,427,284

(単位 :円 )

1会 費 (合 入 会 金 )

イ ベ ン ト 収

29,427,284

印 刷 物 売 上 1  880,169

雑    収    入
(受  取  利  息、)
(カ ン パ 、 他 )

134,670

(10,670)

(124,000)

借  方 (資 産) 貸  方 (負債・基金)

科   目 金  額 禾斗   目 金  額

現 金 19,646 前 受 会 費 145,500

預  貯  金 13,950,682 修 繕 積 立 金 4,150,753

定 期 預 金 10,000,000 預   り  金 200,000

次 年 度繰 越 金 19,474,075

合  計 23,970,328 合   計 23,970,328
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◎
第
二
号
議
案

「
二
〇
〇
二
年
度
収
支
決
算
報
告
」貴
島
操
子

収
入
の
部
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
収
入
以
外
す
べ

て
マ
イ
ナ
ス
と
な

っ
た
。
と
く
に
雑
収
入
は
不

況
の
影
響
で
大
幅
減
と
な

っ
た
。
支
出
の
部
で

も
雑
費
以
外
軒
並
み
マ
イ
ナ
ス
と
な

っ
た
。
雑

費
に
関
し
て
は
事
務
局
の
備
品
の
老
朽
化
な
ど

で
買
い
換
え
る
も
の
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
。

研
究
活
動
費
が
予
算
よ
り
大
幅
に
マ
イ
ナ
ス
に

な

っ
た
の
は
、
助
倶
進
会
か
ら
の
研
究
助
成
金

を
別
会
計
に
し
た
た
め
で
あ
る
。

2003(平成 :5)年度活動計画
1. シンポジウム

◎第22回女性による高齢社会シンポジウム 福島大会 (於 :福島県郡山市)
〈期 日〉 8月 30日 0～ 31日 (日) く会 場〉ビッグパレット福島
「今、問い直す21世紀高齢者の医・食・住 (充 )」

◎歳末名物「女たちの討ち入リシンポ」

(期  日〉12月 13日 l■l 〈会 場〉女性と仕事の未来館
2.会報  年 6回 (隔月刊)+2回 臨時増刊号=8回発行
3。 例会他

4月 7日  在宅問題勉強会「老後の住まい、本音で語る最新情報」
講師 :召 田長氏 (0エ イジング総合研究センター客員研究員)

4月 15日  海外との交流/オ ランダNPOE日 本視察団との討論会
5月 6日  住宅問題勉強会「老いて女の家探 し、高齢女性の賃貸住宅事情」

講師 :平澤春樹氏 (不動産鑑定士)

渡辺直紀氏 (東洋住宅センター榊社長 )

7月 5日  総会記念イベント「統一地方選を戦って」
8月 30～ 31日  第22回全国大会 。福島大会
9月 25日  高齢者の健康、歯の問題について

講師 :花井美智子氏 (医科医、東京歯科大学非常勤講師 )
12月 13日  女たちの討ち入リシンポ (於 :女性と仕事の未来館 )
1月 以降 高齢女性の健康づ くり、介護保険への新 しい提言、他
4.出版  全国大会 (熊本)シ ンポジウム報告集、他
5。 調査 。研究  21世紀社会保障の見直しについての学習、研究
6.オープンハウス  原則として奇数月の第 4月 1習 日 (於 :事務局)
7.総会 (年 1回 )、 理事会 (年 1回 )、 運営委員会 (月 1回 )
8。 その他

貴島操子さん
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●
監
査
報
告
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
房
子

厳
密
な
監
査
の
結
果
、
正
確
か
つ
適
正
に
予

算
執
行
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
報
告
す
る
。

支
出
に
お
い
て
ず
ら
り
と
マ
イ
ナ
ス
が
並
ん
だ

の
は

一
重
に
事
務
局
ど
運
営
委
員
の
方
々
が
節

約
に
励
ん
だ
お
か
げ
で
あ
り
、
実
に
効
率
よ
く

運
営
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
私
は
当
会
が
現

代
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
担

っ
て
い
る
こ
と
、

将
来
的
に
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
を
考
え
、

「出
づ
る
を
制
す
る
よ
り
入
る
を
図
る
」
よ
う

あ
え
て
申
し
あ
げ
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
会

員
増
、
と
く
に
若
い
世
代
の
会
員
を
増
や
し
て

い
く
こ
と
を
提
案
し
た
い
。

こ
の
後
、
第

一
。
第
二
号
議
案
拍
手
で
可
決
。藤原房子さん

2003(平成 15)年度・予算

収 入 の 部

科 目 予 算 額 備 考

前年 度繰 越 金 19,474,075

会費 (合入会金 ) 7,500,000 個人会員1,000人 、グループ会員 100、 賛助会員 8人

印 刷 物 売 上 900,000 Fp刷物売上、印税収入

雑  収  入 150,000 寄付金、受取利息、ほか

イベ ン ト1又 入 1,000,000 第22回 シンポジウム (福島)、 歳末東京シンポジウム

合 計 29,024,075

支 出 の 部

科 目 予 算 額 備 考

会 報 製 作 費 1,600,000 2,100部 (8～ 16頁 )× 8回、印刷代、原稿料、編集費

研 究 活 動 費 1,400,000 月例会、シニ研勉強会、議員勉強会等

会 員 対 策 費 200,000 入会資料、封筒代、オープンハウス、ホームページ作成

Fp刷 物製作 費 950,000 第21回 シンポジウム集、他

総  会  費 350,000

人 件 費 2,500,000 事務局 (専従 2人 )、 ボランティア

旅 費 交 通 費 500,000 事務局・運営委員交通費他

送 料 通 信 費 1,600,000 会報送料、電話代他

水 道 光 熱 費 90,000

交  際  費 50,000 慶弔費、管理人さんへ季節の挨拶等

事  務  費 550,000 事務用品、コピー代、税理士手数料

消 耗 品 費 250,000 コピー機 リース代16,275円 ×12回他

雑 費 250,000 管理費18,200円 ×12ヵ 月他

イ ベ ン ト 費 1,000,000 第22回 シンポジウム (福島)、 歳末東京シンポジウム

予 備 費 17,734,075

次 期 繰 越 金 0

合 計 024.07529

(単位 :円 )
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◎
第
二
号
議
案

「
二
〇
〇
三
年
度
活
動
計
画
」
　

樋
口
恵
子

八
月
の
福
島
県

・
郡
山
に
お
け
る
全
国
大
会

は
、
地
元
の
二
八
の
女
性
団
体
を
合
む
四
五
団

体
が
精
力
的
に
準
備
中
で
あ
る
。
是
非
お
い
で

頂
き
た
い
。
研
究

・
勉
強
会
は
昨
年
に
続
き
住

宅
問
題
を
見
据
え

つ
つ
、
健
康
問
題
も
扱

っ
て

い
き
た
い
。

ま
た
、
藤
原
監
事
の
弁
に
も
あ
る
よ
う
に
、

会
員
数
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。
現
在
、
シ
ル

バ
ー
割
引
な
ど

『会
員
倍
増
計
画
』
を
検
討
中

で
あ
り
、
是
非
全
会
員
の
活
動
目
標
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
四
〇
代
く
ら
い
の
地
方
行
政
の

方
や
現
場
で
活
動
し
て
い
る
団
体
の
方
々
に
仲

間
に
入
っ
て
頂
き
た
い
。
も
ち
ろ
ん

『当
事
者
』

で
あ
る
七
〇
歳
以
上
の
年
金
暮
ら
し
の
方
々
も

重
要
な
タ
ー
グ
ッ
ト
で
あ
る
。
年
金
へ
の
課
税
、

年
金
の
減
額
、
医
療
費
の
増
加
な
ど
、
高
齢
者

を
取
り
巻
く

『包
囲
網
』
は
非
常
に
厳
し
く
な
っ

て
き
て
い
る
。
女
性
の
視
点
を
通
し
て
、
全
国

の
高
齢
者
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
若
い
世
代
の
連

携
が
で
き
る
こ
と
が
当
会
の
目
指
す
べ
き
と
こ

ろ
だ
と
思
っ
て
い
る
。
皆
様
か
ら
も
お
知
恵
を

頂
き
た
い
。

◎
第
四
号
議
案

「
二
〇
〇
三
年
度
予
算
案
」
　
　
望
月
幸
代

大
き
な
特
徴
と
し
て
、
年
々
会
費
収
入
が
減

少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
繰
越
金
か
ら
の
持
ち

出
し
金
に
よ

っ
て
活
動
を
維
持
す
る
形
に
な

っ

て
い
る
。
基
本
的
に
支
出
計
画
は
本
年
度
の
実

績
を
基
に
立
て
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
後
、
第
二
、
第
四
号
議
案
拍
手
で
可
決
。

●
役
員
改
選
　
　
　
　
　
　
　
一凸
見
澤
た
か
子

今
年
は
二
年
に

一
度
の
役
員
改
選
の
年
で
あ

る
。
現
在
、
理
事
二
四
名
、
監
事
二
名
、
全
員

の
留
任
と
理
事
会
か
ら
、
落
合
恵
子
さ
ん
、
俵

崩
子
さ
ん
、
吉
武
輝
子
さ
ん
の
三
名
の
新
任
理

事
の
推
薦
が
あ

っ
た
が
、
ご
承
認
い
た
だ
け
る

か
？

（会
場
、
拍
手
で
承
認
）。
吉
武
さ
ん
よ
り

「老
入
力
を
発
揮
し
て
、
や
さ
し
く
華
や
か
に
、

希
望
を
も

っ
て
頑
張

っ
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
が
あ

っ
た
。

以
上
を
も

っ
て
、
総
会
は
無
事
終
了
し
た
。

（久
留
牧
子
ｏ
記
）

●
福
島
大
会
実
行
委
員

一
〇
名
が
駆
け
つ
け
て

地
元
で
は
、　
一
年

間
の
当
会
の
活
動
の

集
大
成
と
な
り
、
か

つ
地
域
振
興
に

一
石

を
投
じ
る
大
会
と
な

る
と
期
待
し
て
い
る
。

郡
山
は
東
京
か
ら
新

幹
線
で

一
時
間

一
五

分
の
近
さ
で
あ
る
。

三
千
人
収
容
の
ホ
ー

ル
が

一
杯
と
な
る
よ

う
皆
様
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
い
る
。

磐
梯
山
や
会
津
若
松

へ
の
観
光
に
も
期
待

し
て
頂
き
た
い
。

樋口恵子さん

-6-



樋
口
代
表
か
ら
の
選
挙
の
報
告
に
先
立
ち
、

松
村
理
事
よ
り
今
回
の
選
挙
結
果
に
つ
い
て
、

惜
し
く
も
三
〇
九
万
票
対
八
二
万
票
と
い
う
結

果
と
な

っ
た
が
、
八
二
万
人
の
方
が
投
票
所
ま

で
足
を
運
ん
で
く
だ
さ

っ
た
こ
と
の
意
味
は
大

き
い
と
、
選
挙
結
果
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ

っ

た
。ま

た
樋
口
代
表
に
つ
い
て
、
女
性
と
仕
事
の

未
来
館
の
館
長
の
仕
事
、
政
府
の
審
議
会
の
委

員
な
ど
の
要
職
を
辞
め
た
上
で
の
挑
戦
で
あ

っ

た
こ
と
、
樋
口
代
表
は
選
挙
戦
の
進
行
と
と
も

に
ス
リ
ム
で
、
元
気
に
な

っ
て
い
っ
た
こ
と
、

各
地
で
多
く
の
皆
様
か
ら
の
厚
い
ご
支
援
を
頂

い
た
こ
と
な
ど
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
レ
ポ
ー
ト
が

あ

っ
た
。

ま
ず
最
初
に
皆
様
方
に
御
礼
を
申
し
上
げ
た

い
。
ま
た
私
の
今
回
の
出
馬
の
こ
と
で
、
人
に

よ

っ
て
は
ご
迷
惑
を
か
け
る
結
果
と
な

っ
た
か

も
し
れ
な
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
。

当
会
は
、
右
か
ら
左
ま
で
党
派
に
よ
ら
な
い

中
立
の
立
場
を
保
ち
な
が
ら
是
々
非
々
で
、
と

い
う
ス
タ
ン
ス
で
活
動
を
続
け
て
き
た
。
今
回

の
立
候
補
で
も
、
ど
こ
の
政
党
に
も
所
属
し
て

は
い
な

い
し
、
選
挙
中
も
今
も
全
く
無
所
属
で

あ
る
。
し
か
し
、
様
々
な
女
性
の
方
々
の
グ
ル
ー

プ
か
ら
の
要
請
が
あ

っ
て
立
候
補
し
た
が
、
そ

こ
に
民
主
党
、
生
活
者
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
、
社
民

党
の
勝
手
連
的
な
支
持
を
受
け
た
こ
と
も
事
実

で
あ
る
。

立
候
補
の
動
機

今
の
都
知
事
の
政
策
に
全
て
反
対
と
い
う
わ

け
で
は
な
い
。
し
か
し
余
り
に
も
バ
ラ
ン
ス
を

欠
い
た
幾

つ
か
の
問
題
に
、
こ
ん
な
世
の
中
で
、

都
知
事
の
政
策
に
対
し
て
、
「
ノ
ー
」
と
言
う
グ

ル
ー
プ
や
、
人
々
の
思
い
を
受
け
て
立
つ
人
が

一
人
も

い
な
い
の
で
は
、
東
京
の
民
主
主
義
が

今
問
い
直
さ
れ
て
い
る
と
い
う
思
い
で
、
立
候

補
す
る
こ
と
と
し
た
。

私
自
身
は
、
選
挙
に
は
ず

っ
と
出
な
い
と
い

う
立
場
を
保
持
し
て
き
た
。
し
か
し
今
回
は
東

京
の
、
日
本
の
民
主
主
義
の
危
機
だ
と
思

っ
て

立
候
補
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
よ
う
な
意
味

で
、
立
候
補
に
つ
い
て
ど
う
ぞ
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
。

|く第21回総会記念イベン ト〉

統一地方選を戦って

「立った、負けた、でも元気」 樋口恵子

「 立 っ た 、勝 っ た 、ま す ま す 元 気 」 ― 当選女性議員

第21回総会に引き続いて記念イベントが行われた。松村満美子当会理事の司

会のもと、樋口恵子代表の「都知事選を戦って」報告、引き続いて各地で統一

地方選を戦われた会員の方々の「地方選を戦って」報告が行われた。

―
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多
く
の
人
々
に
支
え
ら
れ
た
選
挙
戦

今
回
の
選
挙
戦
で
は
、
東
京
の
方
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
地
方
の
方
々
に
も
非
常
に
支
え
て

い
た
だ
い
た
。

カ
ン
パ
と
言
う
形
で
も
沢
山
の
ご
支
援
を
い

た
だ
い
た
。
街
頭
で
の
数
百
円
の
カ
ン
パ
か
ら
、

一
〇
〇
万
円
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
ご
支
援
い

た
だ
い
た
。
中
に
は

「
こ
れ
が
私
の

一
ヵ
月
の

年
金
収
入
で
す
。
」
と
い
っ
て

一
ヵ
月
分
の
年
金

に
該
当
す
る
額
を
送

っ
て
下
さ

っ
た
方
も
い
ら

し
た
。

我
れ
ら
か
く
戦
え
り

た
め
ら
い
の
気
持
ち
の
中
で
は
あ

っ
た
が
、

物
を
言
う
べ
き
時
に
言
わ
な
け
れ
ば
と
い
う
こ

と
を
、
言
論
人
の
責
任
と
し
て
出
馬
を
決
め
た
。

ゲ
ー
テ
の
言
葉
に
、
「
お
金
を
失
う
こ
と
は
、

ほ
ん
の
わ
ず
か
を
失
う
こ
と
で
あ
る
、
名
誉
を

失
う
こ
と
は
あ
る
程
度
を
失
う
こ
と
で
あ
る
、

し
か
し
勇
気
を
失
う
こ
と
は
全
て
を
失
う
こ
と

で
あ
る
。
」
と
あ
る
。

い
ビ
言
葉
だ
と
思
う
。

相
手
が
二
期
目
現
職
と
い
う
、
負
け
る
こ
と

が
わ
か

っ
て
い
る
選
挙
に
出
る
。
あ
ま
り
に
も

強
大
に
な

っ
た
物
に
挑
む
こ
と
は
正
直
怖
か
っ

た
。
し
か
し
、
そ
れ

一
辺
倒
で
い
い
の
か
と
い

う
思
い
に
か
ら
れ
た
。

選
挙
資
金
に
つ
い
て

私
の
身
の
処
し
方
に
つ
い
て
は
、
幾

つ
か
の

批
判
も
あ
る
。
時
期
的
に
ち
ょ
う
ど
東
京
家
政

大
学
を
定
年
退
職
、
退
職
金
が
出
た
時
期
で
あ
っ

た
。
退
職
金
の
提
示
が
あ

っ
た
だ
け
で
、
ま
だ

受
け
取
っ
て
い
な
い
と
い
う
微
妙
な
時
期
で
あ
っ

た
た
め
、　
一
〇
〇
〇
万
円
と
い
う
資
金
を
出
し

や
す
か
っ
た
。

そ
れ
に
つ
い
て
、
あ
な
た
が
お
金
を
出
し
た

ら
、
お
金
が
な

い
人
は
選
挙
に
出
ら
れ
な
く
な

る
と
い
う
批
判
も
寄
せ
ら
れ
た
。

選
挙
の
費
用
は
、
各
政
党
か
ら
頂

い
た
お
金

は
二
五
〇
万
円
の
み
で
あ
り
、
選
挙
資
金
の
多

く
は
全
国
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
約
二
七
〇

〇
万
円
の
カ
ン
パ
で
ま
か
な

っ
た
。

カ
ン
パ
の
他
に
も
多
く
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
選
挙
事
務
所
は
元

気
が
良
く
、
活
気
が
あ

っ
た
。
毎
日
、　
ハ
ガ
キ

を
書
れ
ま
く
り
、
電
話
を
か
け
ま
く
り
、
ビ
ラ

を
持

っ
て
駆
け
ま
く
り
で
あ

っ
た
。

メ
デ
ィ
ア
の
現
状

現
職
知
事
の
言
う
こ
と

一
色
に
包
ま
れ
、
ろ

く
に
反
論
す
る
こ
と
も
な
い
メ
デ
ィ
ア
の
状
況

が
あ
る
。
今
日
の
よ
う
な
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
時

代
に
お
い
て
、
メ
デ
ィ
ア
が
メ
デ
ィ
ア
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
い
な
い
。
メ
デ
ィ
ア
の
役

割
は
、
権
力
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
で
あ
る
は
ず

な
の
に
、
テ
レ
ビ
も
新
聞
も

一
辺
倒
に
な

っ
て

し
ま

っ
て
い
る
。

世
間
に
は
、
現
職
知
事
に
対
す
る
批
判
を
持

つ
人
も
多
い
。
し
か
し
、
何
か
発
表
の
機
会
を

持

っ
て
い
る
人
で
さ
え
、
批
判
の
た
め
の
発
言

を
求
め
ら
れ
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

言
う
べ
き
こ
と
を
言
う
べ
き
時
に
言
わ
な
け

れ
ば
民
主
主
義
は
終
わ
り
で
あ
る
。

「
平
和
ぼ
け

・
ば
あ
さ
ん
」
の
真
意

安
全
保
障
に
関
し
て
、
先
制
攻
撃
な
ど
と
発

言
し
て
ほ
し
く
な
い
。
石
原
さ
ん
は
、
仇
討
ち

と
い
う
の
は
立
派
な
志
だ
と
も
言

っ
た
。
平
和

と
い
う
の
は
、
日
々
の
努
力
に
よ
り
作
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
。
戦
争
を
行
わ
な
い
た
め
に
大
切

な
こ
と
は
、
「仇
討
ち
を
や
め
る
こ
と
」
で
あ
る
。

今
回
、
「軍
国
お
じ
さ
ん
」
と

「平
和
ぼ
け

。
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ば
あ
さ
ん
」
と
い
う
言
葉
だ
け
は
、
メ
デ
ィ
ア

で
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
私
は
そ
の
中
で

「戦

争
お
じ
さ
ん
」
と
は
言
わ
な
か

っ
た
。
戦
争
は

ま

っ
た
く
よ
く
な
い
。

別
の
意
味
で
、
「平
和
ぼ
け

ｏ
ば
あ
さ
ん
」
と

い
う
言
葉
は
、
女
の
人
に
受
け
が
悪
か
っ
た
。

石
原
さ
ん
と
樋
目
さ
ん
は
同
じ
年
な
の
に
、

ど
う
し
て

「
お
じ
さ
ん
」
と

「
ば
あ
さ
ん
」
な

の
か
と
い
う
指
摘
も
あ

っ
た
。
「平
和
ぼ
け

。
ば

あ
さ
ん
」
と
書
い
た
真
意
は
、
「戦
争
ぼ
け
よ
り

は
平
和
ぼ
け
の
方
が
よ
い
。
安
心
し
て
ぼ
け
ら

れ
る
人
生

一
〇
〇
年
社
会
に
幸
あ
れ
。
」
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

現
在
、
選
挙
戦
記
を
執
筆
中

す
で
に
婦
人
公
論
か
ら

「
平
和
ぼ
け
ば
あ
さ

ん
の
都
知
事
戦
」
を
書

い
た
。
現
在
、
八
月
の

福
島
大
会
に
間
に
合
う
よ
う
に
選
挙
戦
記
を
書

い
て
い
る
。

香
典
は
い
ら
な

い
の
で
、
ど
う
か
そ
の
本
を

買

っ
て
い
た
だ
き
た

い
。

平
和
を
め
ざ
し
た
活
動

異
論
を
言
う
こ
と
が
難
し
く
な

っ
て
い
る
日

本
の
現
状
の
中
で
も
、
日
本
の
民
主
主
義
は
、

選
挙
期
間
の
中
で
は
自
由
に
物
を
言
う
こ
と
が

出
来
る
状
態
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
ま

だ
ま
だ
世
界
の
中
に
は
、
選
挙
の
時
に
暴
力
に

対
し
て
体
を
張

っ
て
戦
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

国
も
少
な
く
な
い
。

高
齢
社
会
を
よ
く
す
る
女
性
の
会
は
、
差
別

が
な
い
、
老
い
が
差
別
さ
れ
な
い
、
老
い
た
女

性
た
ち
が
差
別
さ
れ
な
い
、
女
性
た
ち
が
貧
困

の
中
に
追

い
込
ま
れ
な
い
世
の
中
を
作
る
こ
と

を
め
ざ
し
て
活
動
を
し
て
き
た
。
こ
れ
も
平
和

を
目
指
し
た
活
動
で
あ
る
。

平
和
を
言
う
こ
と
が
こ
ん
な
に
難
し
く
、
平

和
を
言
う
こ
と
が
こ
ん
な
に
軽
蔑
さ
れ
、
平
和

を
言
う
こ
と
が
卑
怯
者
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
よ

う
に
な

っ
た
時
代
は
な
い
。

「平
和
」
と
い
う
こ
と
を
、
は

っ
き
り
唱
え

る
こ
と
の
自
由
と
勇
気
か
ら
始
ま
る
と
思
う
。

人
生

一
〇
〇
年
の

一
人

一
人
を
支
え
る
社
会
を

二
〇
五
〇
年
に
は
、
五
人
に

一
人
以
上
が
六

五
歳
以
上
の
女
性
に
な
る
。

そ
れ
な
の
に
、
石
原
知
事
は

「生
殖
能
力
を

過
ぎ
た
バ
バ
ア
ほ
ど
世
の
中
に
悪
し
き
弊
害
は

な
い
」
と
他
者
の
言
を
引
用
し
て
言

っ
た
。
は
っ

き
り
と
抗
議
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
選
挙
は
、
人
生

一
〇
〇
年
の

一
人

一
人

を
支
え
て
い
く
社
会
を
作

っ
て
い
く
こ
と
、
そ

れ
が
地
方
自
治
と
い
う
こ
と
を
提
言
す
る
機
会

と
な

っ
た
。

榎
本
桂
子

（寝
屋
川
市
議
）

今
回
の
選
挙
は
、
初
め
て
の
立
候
補
で
あ

っ

た
。
告
示
日
の
約
二
ヵ
月
半
前
に
家
族
に
告
げ

た
。
選
挙
カ
ー
の
運
転
手
と
ウ
グ
イ
ス
嬢
以
外

は
、
全
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
支
え
ら
れ

た
選
挙
で
あ

っ
た
。

独
身
時
代
の
青
年
団
活
動
、
結
婚
後
の
子
供

会
活
動
な
ど
の
勉
強
会
で
樋
日
恵
子
先
生
の
話

を
お
聞
き
し
、
大
き
く
影
響
を
受
け
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
私
の
活
動
の
中
心
的

テ
ー
マ
と
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

選
挙
戦
が
終
わ

っ
て
か
ら
、
私
は
こ
う
い
う

選
挙
活
動
を
し
ま
し
た
と
い
う
報
告
書
を
作
成

し
駅
前
で
配
布
し
た
。
そ
れ
を
読
ん
だ
方
か
ら
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の
反
響
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

細
川
邦
子

（さ
い
た
ま
市
議
）

四
年
前
は
じ
め
て
立
候
補
し
た
と
き
は
浦
和

市
、
そ
の
後
政
令
指
定
都
市
移
行
に
伴

い
、
今

回
は
さ
い
た
ま
市
で
の
選
挙
戦
で
あ

っ
た
。

子
育
て
す
る
中
で
、
世
の
中
に
矛
盾
を
感
じ

る
こ
と
が
多
か
っ
た
、
自
分
も
世
の
中
の
役
に

立
ち
た
い
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
が
市

会
議
員
と
い
う
実
践
の
場
所
に
出
て
い
く
こ
と

に
は
、
す
ぐ
に
は
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
。

組
織
、
お
金
、
ノ
ウ

ハ
ウ
も
な
い
中
で
、
ま

ず
勉
強
し
な
け
れ
ば
と
い
う
こ
と
で
、
市
川
房

枝
さ
ん
の
政
治
参
画
セ
ン
タ
ー
で
勉
強
し
た
。

自
分
で
や

っ
て
み
な
け
れ
ば
、
人
に
も
勧
め
ら

れ
な
い
こ
と
が
わ
か
り
、　
一
緒
に
や

っ
て
い
け

そ
う
な
人
た
ち

一
〇
人
く
ら
い
か
ら
活
動
を
は

じ
め
、
今
ま
で
い
や
だ
と
感
じ
て
き
た
選
挙
は

や
ら
な
い
と
い
う
選
挙
を
行

っ
た
。
何
か
を
変

え
た
い
と
思

っ
て
い
る
人
た
ち
の
選
挙
で
あ

っ

た
。五

八
人
中
二
位
と
い
う
結
果
で
あ
り
、
知
名

度
が
な
い
中
小
思
い
を
共
有
し
て
く
だ
さ
る
方

が
た
く
さ
ん
い
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
、

そ
れ
を
活
動
の
中
に
生
か
し
て
き
た
。

二
期
目
は
、
政
令
指
定
都
市
の
中
で
、
行
政

区
ご
と
の
選
挙
を
戦
う
こ
と
と
な

っ
た
。
分
割

さ
れ
た
選
挙
区
で
の
選
挙
は
非
常
に
苦
し
い
も

の
で
あ

っ
た
。
そ
の
中
で
も
、
思
い
を
共
有
す

る
方
々
と
選
挙
を
戦

っ
た
。
そ
の
責
任
は
重
い

と
考
え
て
い
る
。

木
村
民
子

（文
京
区
議
）

樋
口
さ
ん
に
は
、
勇
気
を
頂
い
た
と
同
時
に

御
利
益
も
い
た
だ
い
た
と
感
謝
し
て
い
る
。
樋

口
さ
ん
の
文
京
区
で
の
得
票
は

一
万
四
千
票
で

あ
り
、
「知
事
は
樋
日
・
区
議
は
木
村
」
と
ア
ピ
ー

ル
し
て
き
た
。

一
期
目
に
立
候
補
し
た
き

っ
か
け
と
な

っ
た

の
は
、　
一
九
九
四
年
に
樋
口
さ
ん
と
行

っ
た
北

京
会
議
で
の
経
験
で
あ
る
。
日
本
は
あ
ま
り
に

も
女
性
議
員
が
少
な
い
こ
と
を
実
感
し
た
。

一
九
九
九
年
の
二
月
に
仕
事
が

一
段
落
し
た

こ
と
、
そ
れ
ま
で
市
川
房
枝
さ
ん
の
政
治
参
画

セ
ン
タ
ー
で
勉
強
も
し
て
き
た
経
緯
も
あ
り
立

候
補
し
た
。

今
回
の
選
挙
は
、
若
い
人
た
ち
に
関
心
を
持
っ

て
欲
し
い
と
思
い
、
娘
や
甥
の
世
代
の
協
力
を

得
て
戦

っ
た
。
今
回
の
選
挙
で
は
、
引
き
こ
も

り
の
若
者
た
ち
を
行
に
出
て
も
ら
う
た
め
と
い

う
目
的
も
あ
り
、
ポ
ス
タ
ー
貼
り
な
ど
を
手
伝
っ

て
も
ら

っ
た
り
も
し
た
。

安
久
美
与
子

（日
里
区̈
）

八
年
前
の
こ
の
会
で
、
候
補
者
は
壇
上
に
上

が
れ
と
い
う
声
に
、
熱
い
思
い
に
な

っ
た
こ
と

を
思
い
出
し
た
。

私
は
お
金
を
か
け
な
い
で
選
挙
を
や

っ
て
い

る
。
ど
の
よ
う
に
お
金
を
か
け
な
い
で
や
る
の

か
と
勉
強
し
に
来
て
い
る
人
も
い
る
。

こ
の
八
年
間
で
五
回
選
挙
を
戦

っ
て
い
る
。

毎
回
新
鮮
な
気
持
ち
で
の
ぞ
ん
で
い
る
。
ど
の

選
挙
も
、
全
部
自
分

一
人
で
行

っ
て
い
る
。
選

挙
は
経
験
し
た
者
で
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な

い
苦

し
み
で
も
あ
り
楽
し
み
で
も
あ
る
。

松
川
キ
ヌ
ヨ

（新
潟
県
議
）

昭
和
六
二
年
に
市
議
会
に
出
た
。
市
議
を
三

期
や

っ
て
、
現
在
県
議
二
期
日
で
あ
る
。

女
性
議
員
は
と
か
く
反
権
力
的
で
あ

っ
て
、

か
つ
教
育
と
福
祉
し
か
言
わ
な
い
。
最
近
は
教

育
や
福
祉
に
つ
い
て
は
、
誰
で
も
言
う
よ
う
に
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負けた人も勝った人も共に元気いっぱい

な

っ
て
し
ま

っ
た
。
で
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、

私
は
今
回
土
木
に
つ
い
て
発
言
し
て
い
る
。

私
は
吉
武
輝
子
さ
ん
と
メ
キ
シ
ョ
婦
人
会
議

に
ご

一
緒
し
た
り
、
吉
武
さ
ん
の
参
議
院
立
候

補
、
黒
岩
秋
子
さ
ん
の
立
候
補
時
に
お
手
伝
い

し
た
り
し
て
き
た
。

私
は
、
は
じ
め
は
自
民
党
で
あ

っ
た
。
し
か

し
、
今
回
の
長
岡
市
長
選
で
、
私
の
応
援
し
た

立
候
補
者
が
当
選
し
、
自
民
党
か
ら
離
党
勧
告

を
受
け
、
今
無
所
属
で
あ
る
。
無
所
属
は
本
当

に
幸
い
で
あ
る
。
今
、
原
発
の
柏
崎
四
号
機
再

開
の
問
題
、
新
潟
県
で
の
美
術
館
建
設
に
つ
い

て
戦

っ
て
い
る
。
無
所
属
で
あ
る
が
ゆ
え
に
反

対
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

常
光
利
恵

（松
任
市
議
）

こ
の
春
の
統

一
地
方
選
は
、
都
知
事
選
と
県

議
選
の
応
援
を
し
た
。
い
ず
れ
も
敗
れ
た
が
得

難
い
思
い
を
し
た
。

今
回
応
援
し
た
県
議
選
で
は
、　
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
感
じ
た
。
選
挙
は
集
め
ら
れ
た
人
の
前

で
話
が
で
き
る
だ
け
で
は
だ
め
。

選
挙
と
い
う
の
は
、
立
ち
止
ま

っ
て
も
く
れ

な
い
、
振
り
向
い
て
も
く
れ
な
い
人
の
背
中
に

向
け
て
何
を
言

っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
大

切
。勝

っ
た
側
の
陣
営
か
ら
、
女
だ
か
ら
誰
で
も

い
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
と
言
わ
れ
た
が
、

ま
だ
ま
だ
数
が
足
り
な
い
の
で
、
数
を
増
や
す

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

加
藤
信
子

全
元
天
理
市
議
）

私
は
三
回
選
挙
に
落
選
し
た
の
ち
市
議
と
な

り
、
そ
の
後
三
期
務
め
た
。
今
回
も
、
も
ち
ろ

ん
立
候
補
す
る
つ
も
り
で
い
た
。

一
二
月
に
母
が
体
調
を
崩
し
た
後
も
、
何
と

か
選
挙
は
戦
い
た
い
と
考
え
て
い
た
が
、
ど
う

に
も
難
し
く
な
り
、
二
月
に
立
候
補
し
な

い
こ

と
を
決
め
た
。

以
下
は
、
お
世
話
に
な

っ
た
方
々
に
送

っ
た

挨
拶
文

（要
約
）
で
あ
る
。

「初
当
選
以
来

一
二
年
間
皆
様
に
支
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
充
実
し
た

一
二
年
間
で
あ
り
、

政
治
家
は
私
の
天
職
で
あ
る
と
思

っ
て
い
ま
し

た
。
昨
年
大
阪
で

一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
た
九

〇
歳
の
母
が
体
調
を
崩
し
ま
し
た
。
日
が
た
つ

に
つ
れ
て
弱

っ
て
い
く
母
を
見
、
母
に
十
分
な

世
話
が
出
来
な
か

っ
た
と
す
れ
ば
、
大
き
な
後

一
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悔
を
残
す
と
考
え
、
皆
様
の
お
叱
り
を
受
け
る

こ
と
を
覚
悟
の
上
で
心
を
決
め
ま
し
た
。
今
は

自
分
の
家
と
母
の
家
を
往
復
す
る
毎
日
を
過
ご

し
て
お
り
ま
す
。
」

黒
岩
秩
子

堂
本
暁
子
さ
ん
が
千
葉
県
知
事
に
な
ら
れ
た

後
、
六
ヵ
月
間
参
議
院
議
員
を
務
め
た
経
験
が

あ
る
。
た
ま
た
ま
今
年
の
二
月
に
新
潟
か
ら
出

て
き
て
い
た
た
め
、
樋
日
さ
ん
の
選
挙
の
お
手

伝
い
を
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

選
挙
期
間
中
は
、
日
が
進
む
に
つ
れ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
の
数
が
増
え
て
い
っ
た
。
皆
様
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に
支
え
ら
れ
た
選
挙
で
あ

っ

た
。今

日
は
、
選
挙
の
時
に

一
緒
に
戦

っ
た
皆
様

と
も
う

一
度
お
会
い
し
た
く
て
、
大
と

一
緒
に

こ
の
総
会
に
参
加
し
た
。

吉
武
輝
子

選
挙
事
務
所
の
事
務
局
長
は
、
当
会
理
事
の

沖
藤
典
子
さ
ん
で
あ

っ
た
。
素
晴
し
い
激
走
で

あ
り
、
女
の
力
を
全
開
さ
せ
た
事
務
局
長
で
あ
っ

た
。

何
故
私
が
勘
定
奉
行
を
務
め
た
か
と
い
う
と
、

一
九
七
七
年
、
私
は
無
所
属
で
、
市
民
運
動
の

人
に
ご
支
援
い
た
だ
き
参
議
院
選
の
全
国
区
を

戦

っ
た
経
験
が
あ
る
。
そ
の
当
時
の
女
性
の
政

治
参
加
は
、　
つ
ら
い
も
の
が
あ

っ
た
。

そ
の
時
に
、
力
を
こ
め
て
、
私
の
選
挙
の
勘

定
奉
行
を
務
め
て
下
さ
っ
た
の
は
独
身
婦
人
連

盟
を

つ
く
ら
れ
た
山
屋
光
子
さ
ん
で
あ

っ
た
。

お
金
の
な
い
無
所
属
の
選
挙
事
務
所
の
会
計

全
て
を
切
り
盛
り
し
、
そ
の
後
も
励
ま
し
続
け

て
く
れ
た
。
そ
の
山
屋
さ
ん
の
、
女
が
政
治
参

加
す
る
た
め
に
は
、
女
が
心
か
ら
支
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
志
を
受
け
継

い
で
今
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
今

回
は
私
自
身
の
志
の
た
め
に
引
き
受
け
た
。

志
が
あ

っ
て
も
お
金
が
な

い
と
選
挙
は
で
き

な
い
。
昔
は
、
誰
か
が
先
に
飛
ぼ
う
と
す
る
と
、

自
分
が
飛
べ
な

い
の
に
誰
か
が
先
に
飛
ぼ
う
と

す
る
の
は
け
し
か
ら
ん
と
い
う
雰
囲
気
が
あ

っ

た
が
、
今
回
の
選
挙
で
は
、
自
分
は
飛
べ
な
い

け
ど
、
あ
な
た
が
飛
ぶ
な
ら
手
助
け
す
る
わ
、

と
い
う
人
々
の
気
持
ち
が
カ
ン
パ
と
い
う
形
で

実
を
結
ん
だ
。

樋
日
さ
ん
は
、
大
変
見
事
に
戦

っ
て
く
れ
ま

し
た
。
多
く
の
素
敵
な
女
、
そ
し
て
か
な
り
の

数
の
素
敵
な
男
た
ち
、
次
の
世
代
の
た
め
に
今

私
た
ち
は

「
Ｎ
Ｏ
」
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
志
を
も
っ
た
人
た
ち
が
、　
一
つ
に
な
っ

て
見
事
な
票
を
獲
得
し
た
。

同
じ
志
を
も

っ
た
女
た
ち
が
政
治
参
加
し
て

い
く
中
で
、
三
度
と
戦
争
を
起
こ
さ
な
い
暮
ら

し
を
実
現
し
て
い
く
、
樋
口
さ
ん
の
都
知
事
選

は
そ
の
こ
と
に
対
す
る
希
望
を
与
え
て
く
れ
た
。

本
当
に
樋
目
さ
ん
有
難
う
。

最
後
に
樋
口
代
表
か
ら
、
今
回
の
都
知
事
選

で
お
世
話
に
な

っ
た
方
々
へ
の
謝
辞
、
今
回
、

当
選
さ
れ
た
会
員
の
方
々
の
今
後
の
ご
活
躍

ヘ

の
期
待
が
述
べ
ら
れ
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

一
歩

一
歩
、
恐
れ
ず

ひ
る
ま
ず
に
進
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
と
参
加
者

全
員
に
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
た
。

（浅
川
典
子
・
記
）

「今
、
問
い
直
す
二

一
世
紀
高
齢
者
の

医

ｏ
食

・
住

（充
と

八
月
二
〇
、
三

一
日
に
は
福
島
大
会

で
熱
い
想
い
を
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。
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）○
○
◎
○
○
○
◎
◎
○

八
年
も
前
の
こ
と
。
九
　
　
た
ま
ら
な

い
。
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
、
ウ
ヨ
ウ

歳
以
上
の
高
齢
者
に
ア
　
　
ヨ
と
女
た
ち
が
現
わ
れ
て
は

「私
た
ち
ボ
ラ
ン

「長
寿
の
秘
訣
」
を
探
ろ
　
　
テ
ィ
ア
だ
」
と
自
称
し
、
と
こ
ろ
か
ま
わ
ず

（口
）、

た
が
、
男
と
女
と
で
は
　
　
ビ
ラ
を
ま
き
、
演
説
を
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。

長
寿
の
理
由
は
、
き
わ
　
　
ま
さ
に
驚
き
、
い
や
壮
観
と
し
か
言
い
よ
う
の

‐異
性
に
興
味
を
失
わ
な
　
　
な
い
光
景
が
演
じ
ら
れ
た
の
だ
。

に
、
男
と
い
う
生
き
物
　
　
　
活
動
の
中
心
と
な

っ
た
女
た
ち
は
、
旧
帝
国

間
は
、
ま
だ
ま
だ
元
気
　
　
大
学
卒
業
者
を
は
じ
め
、
主
婦
か
ら

一
念
発
起

こ
ろ
が
、
女
の
理
由
は
　
　
し
て
大
学
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
変
わ
り
種

（？
）

だ

っ
た
。
長
生
き
を
し
　
　
も

い
て
、
な
か
な
か
行
動
的
で
知
恵
の
回
る
連

い
る
の
は
、
夫
が
若
死
　
　
中
ば
か
り
で
あ

つ
た
。
そ
し
て
、
僕
は
こ
う
し

離
婚
し
て
い
る
か
の
い
　
　
た
女
た
ち
こ
そ
、
「き

っ
と
、
長
生
き
す
る
の
だ

は
男
か
ら
自
由
な
ほ
ど
　
　
ろ
う
」
と
、
直
感
的
に
想

っ
た
も
の
で
あ
る
。

だ
。
僕
は
、　
こ
の
興
味
　
　
と
言
う
の
も
、
冒
頭
の
男
と
女
の

「長
寿
の
理
由
Ｅ
、

、
お
そ
ら
く
、
こ
れ
は
　
　
あ
れ
は

一
見
正
反
対
の
よ
う
に
見
え
る
け
れ
ど
、

一
致
し
た
傾
向
値
で
は
　
　
ど
ち
ら
も
、
「好
奇
心
」
を
奮
い
立
た
せ
、
決
し

を
耕
す
力
」
と
し
て
の
　
　
て
く
よ
く
よ
す
る
こ
と
な
く
、
自
分
の
人
生
を

で
人
類
の
総
称
の
座
を
　
　
軽
快
に
生
き
よ
う
と
し
て
き
た
人
と
い
う
点
で

も
、
存
外
、
「弱
い
性
」
　

共
通
す
る
か
ら
で
あ
る
。
困
っ
た
こ
と
に

（？
）、

想
っ
た
も
の
で
あ
る
。
　

　

僕
が
先
の
知
事
選
で
出
会

っ
た
女
た
ち
は
、
こ

は
強
い
」
と
実
感
し
た
　
　
の
種
の
人
間
類
型
に
ぴ

っ
た
り
と
当
て
は
ま
る

だ
っ
た
。
そ
の
強
さ
の
　
　
の
だ
。

者
に
な

っ
た
の
だ
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
（次
回
は
渡
辺
直
紀
さ
ん
で
す
）

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
◎
◎
◎
◎
◎
○
○
○
◎
○
◎
○
◎
○
○
○
○
○
○
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その妻の親は、弟一家と暮らしているそう

です。

「中国人の考え方としては、息、子と住み

たいというのがあるんですよ…。だけど、

うちの親は、『若い者とは好みも違うし、こ

こ力れ いヽと…・』」

両親は京劇が好きで、よく観に行く。高

齢者活動センターにも、毎日行く。元気だ

から、別居していられるけれど、これから

先、何かがあった時は、どうしたらいいの

だろう…。

「仕事柄、いいホームのあることは知っ

ていますよ。親もホームに行くといいます。

しかし、感情として、親の側にいたいんで

す。ホームには、入れたくないんです」

この先どうしたらいいのか。どんな介護

が発生するのか、親への愛情、妻への気兼

ね (親の介護で辞める人は少ないとか)、 あ

れこれ考えると、息、子としてどうするのが

一番いいのか。その内心の懐悩、葛藤が、

涙になったようでした。

それにしても、なんと真摯な涙でしょう。

日本で、これまで多くの行政マンに取材し

てきましたが、 自らの親のことを語り、i戻
ぐんだ男性に会ったことはありません。

中国の人は、情けが濃いなあ。親へのこ

の熱烈愛情を思えば、彼はきっといい福祉

政策を、築き上げるのではないでしょうか。

「わたしは、一人っ子政策で子どもは一

人です。_自分自身は、老人ホームに入って、

社会の世話を受けたいと思いますよ」

さて氏は、行政マンの顔に戻り、上海市

の今後の福祉政策について話してくれまし

た。

上海市では、養老施設整備を都心の発展

計画に組み入れており、着実に進められて

います。新 しく団地を作る時は、必ず養老

施設を併設するそうです。

「昔は、老人ホームに親を入れると親不

幸といわれたものですが、今は、親が行き

たがっています」

氏は 2つの理由をあげました。 1つは、『生

活の保障』、 もう 1つは『社交の場』。
今後は、「どんな高齢者にどんな介護をす

べきか」評価期間の設置など、財源 も含め

た政策を検討中とのことです。在宅介護の

あり方も検討されています。

ご両親様への深い愛情が、上海市の高齢

者政策に反映されますよう、願わずにはお

られません。

涎
臨

雖
懸
醸
導

上
海
市
民
政
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沖藤典子の訪中レポー ト

上海市の福祉

上海民政局で、副部長のREN氏から、上

海市の全体的な高齢化の現状を伺いました。

中国全体に高齢化の波は押 し寄せていま

すが、上海では、全国平均よりも20年早 く

高齢化が進んでいます。65歳以上人口192.5

万人 (高齢イけヒ率14.5%)、 80歳以上 も32.9

万人います。50年代と比較すると、40倍に

増えました。今、100歳以上の人も、170人

くらいいます。

高齢化の特徴はつぎのように要約されま

す。

① 高齢化の比率が高い
② スピードが速い。
70年代には60歳以上人口は10。 2%

だったが、90年代には18%になった。

現在の平均寿命は、男77歳、女79歳。

(日 本では1985年で、女性の平均寿

命80.5歳 )

③ 高齢化のスピードは今後も上昇する。
④ 介護を必要とする高齢者が多い。
調査によれば、生活が自立できない

対策と行政マンの涙
上海市民政局社会福祉部副部長 REN CH!YUE氏

人、半分くらいの自立の人、合わせて

高齢者の12%。

⑤ 一般家庭の少人数化が、どんどん進
んでいる。 1世帯平均2.7人。中国は三

世代、四世代の同居の伝統があったけ

れど、今は変わった。四世代同居が新

聞記事になるほどである。

一般に老人介護が発生した場合、子ども

の住宅の近くに引っ越してもらい、そこへ

世話に通うことが多いようです。

「社会学者は、スープのさめない距離が

一番いい、というんですがね」

氏は話を切って、突然涙ぐみました。

「じつは、わたしにも80歳の父と、80歳

の母がいるんです」

氏は 5人 きょうだい。1953年の生まれ。

両親は近くに住んでいて、まだ元気。自分

で食事支度もでき、自立度は高いようです。

時々は肉料理などを、妻が作って持っていっ

てくれます (実の息、子は作らないのか ?)。
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「
い
ま
会

い
た

い
　

い
ま
話
を
し
た

い
」

福
島
端
穂
著

（明
石
書
店
刊
　
一
八
〇
〇
円
＋
税
）

国
会
の
難
局
を
元
気
い
っ
ぱ

い
で
乗
り
切
ろ

う
と
し
て
い
る
福
島
端
穂
さ
ん
の
対
談
集
で
あ

る
。
二
五
人
の
対
談
相
手
の
う
ち
女
性
が
九
人

し
か
い
な
い
の
は
ア
レ
？
と
思
う
が
、
戦
争

・

平
和

。
国
際
人
権
か
ら
死
刑
廃
止

。
子
ど
も
や

女
性

へ
の
暴
力
そ
し
て
教
育

。
広
告

・
美
術
ま

で
幅
広
い
問
題
に
つ
い
て
語
り
合
う
。

今
ど
き
こ
ん
な
に
熱
く
語
れ
る
人
も

い
る
ん

だ
な
あ
と
紙
面
か
ら
立
ち
上

っ
て
く
る
情
熱
に

圧
倒
さ
れ
る
。
加
藤
周

一
さ
ん
や
大
田
昌
秀
さ

ん
の
怒
り
を
底
に
沈
め
た
発
言
や
若
桑
み
ど
り

さ
ん
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
別

へ
の
直
裁
的
な
怒
り

に
共
感
を
覚
え
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
湧
い
て
く
る
。

ま
さ
に

「暗
い
時
代
を
楽
し
く
生
き
る
た
め
の

元
気
の
出
る
」

一
冊
で
あ
る
。

昨
年
亡
く
な

っ
た
松
井
や
よ
り
さ
ん
を

「行

動
す
る
巨
人
」
と
福
島
さ
ん
は
評
し
て
い
る
が
、

い
ま
日
本
が
進
み
つ
つ
あ
る
世
の
中
の
方
向
を

少
し
で
も
変
え
て
行
く
に
は

一
人

一
人
が

「行

動
す
る
人
」
に
な
ら
な
け
れ
ば
と
思
う
。

福
島
さ
ん
が
い
ろ
い
ろ
な
人
と
の
出
会
い
を

楽
し
ん
で
い
る
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
の
写
真
も
い
い
。

（Ｇ
Ａ
Ｌ
　
満
田
康
子
）

コ
と
き
め
き
世
代
』
の
生
き
が

い
探
し
」

高
見
澤
た
か
子
著

（集
英
社
刊
　
一
六
〇
〇
十
税
）

「と
き
め
き
世
代
」
と
い
う
本
の
タ
イ
ト
ル

を
思
い
つ
い
た
き

っ
か
け
は
、
私
の
周
囲
の
五

十
代
後
半
か
ら
七
十
代
の
人
た
ち
の
、
そ
の
表

情
の
輝
き
で
し
た
。
年
老
い
た
親
た
ち
の
介
護
、

子
ど
も
の
進
学
や
就
職
、
結
婚
を
め
ぐ
る
問
題

な
ど
を
抱
え
な
が
ら
も
、
何
か
自
分
が
夢
中
に

な
れ
る
も
の
を
持

っ
て
い
る
人
た
ち
の
な
ん
と

若
々
し
い
こ
と
―
定
年
直
前
に
妻
を
亡
く
し
、

ど
う
す
る
こ
と
か
と
み
ん
な
の
同
情
を
集
め
て

い
た
男
性
は
、　
い
ま
や
大
学
の
古
文
書
調
査
メ

ン
バ
ー
に
変
身
。
地
域
の
生
涯
学
習
講
座
で
古

文
読
解
を
学
ん
だ
の
が
き

っ
か
け
と
か
。
六
十

歳
で
バ
レ
エ
の
舞
台
に
立

つ
の
は
、
娘
の
バ
レ

エ
教
室
に
付
き
添

っ
て
い
た
母
親
の
ほ
う
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
心
と
き
め
か
し
て
い
る
人
た
ち
を
見

る
に
つ
け
、
私
た
ち
は
い
ま
や
年
齢
不
間
の
エ

イ
ジ
レ
ス
の
時
代
を
生
き
て
い
る
の
だ
と
実
感

し
ま
す
。
こ
の
本
は
、
年
齢
に
と
ら
わ
れ
ず
、

自
分
の
た
め
の
人
生
を
生
き
よ
う
と
し
て
い
る

人
た
ち
へ
の
応
援
歌
で
す
。
「も

っ
と
生
き
や
す

く
な
る
た
め
に
」
、
「知
恵
の
あ
る
暮
ら
し
方
」
、

「
か
ら
だ
の
声
を
き
く
」
、
「食
べ
る
こ
と
は
生

き
る
こ
と
」
な
ど
実
生
活
の
ヒ
ン
ト
も
豊
富
。

ユ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

会
員
の
飯
泉
康
江
様

（品
川
区
）
か
ら
多
額

の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
活
動
資
金
と

し
て
有
効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

福
島
大
会

（郡
山
市
）

へ
の
お
申
し
込
み
等

は
お
済
み
で
す
か
。
現
地
の
実
行
委
員
会
は
じ

め
関
係
者
の
皆
様
は
、
大
歓
迎
の
態
勢
を
整
え

て
く
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
の
方
は
ぜ
ひ
ご

一
緒

に
―
・

郡
山
で
お
会
い
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

☆
こ
の
大
会
に
間
に
合
う
よ
う
に
と
二
冊
の
本

が
刊
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。

①
昨
年
の
熊
本
大
会

『
シ
ン
ポ
報
告
集
』
（本
会

発
行
）
記
録
報
告
書
形
式
で
、　
一
冊
千
円
。
②

代
表
の
都
知
事
選
総
集
編
と
も
い
う
べ
き

『チ
ャ

レ
ン
ジ
』
（グ
ラ
フ
社
発
行
）
は
選
挙
の
ノ
ウ

ハ

ウ
か
ら
裏
話
ま
で
、
感
動
と
苦
悩
満
載
。　
一
冊

千
三
百
円

（消
費
税
込
）
こ
れ
ら
の
売
上
純
益

金
は
本
会
の
活
動
資
金
と
な
り
ま
す
。

☆
九
月
の
活
動
は
チ
ラ
シ
の
と
お
り
二
回
で
す
。

よ
ろ
し
か
っ
た
ら
両
方

一
緒
に
お
申
し
込
み
を
。

☆
次
の
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
は
九
月
二
二
日

（月
）

十

一
時
か
ら
四
時
迄
で
す
。
　

（新
井
倭
久
子
）

●         本 の 紹 介
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